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 ２０１９年 5 月号 

 

 2019スマイルフェスタ ６．１５～１６ 
  

 開催内容が決まりました。 

 メイン ボランティア団体の活動紹介、企業の社会貢献活動紹介、芸能部門の舞台発表 

 

 15 日（土）13：00～16：00 

  

箏・大正琴演奏、コーラス、ハーモニカ 

相撲甚句、フラダンス、腹話術、民謡、 

マジックショー、尺八、アンクルン演奏など  

        14団体の舞台発表 

 

 １６日（日）10：00～15：00  団体活動紹介、企業の社会貢献活動紹介 

         ▷クラウン（道化師）ショーが午前、午後の２回 

         ▷飲食ブース、キッチンカー、屋台 

         ▷なつかしいクラシックカーの展示 

        ▷子どもたちも楽しめる工作コーナー、体験コーナー 

        ▷員弁地区生活安全協会の「サギ防止」の寸劇 

などなど盛りだくさんの内容です！！ 

                            ご当地キャラのアゲッキー 

                            もきます！！ 

 

イメージです 



団体訪問記 

  夏野菜の種まきと菊の挿し木講習会        つちっこの会 

 「つちっこの会」では、家庭から出た生ゴミを発酵させ堆肥をつくっています。 

その肥料を使い、安心、安全、美味しい野菜をつくることが、「つちっこの会」のモットーです。 

 4 月 8日（月）、藤原町下相場の「つちっこの会」の会員宅で、夏野菜の種まきと菊の挿し木講習

会を開催しました。夏野菜苗はお店でもたくさん出回りますが、会のメンバーは種まきから始める方が

多いです。「安心な野菜作りは土作りから」という会の想いからきています。夏野菜の種まき講習会は毎

年この時期に開催していますが、今回は夏菊の挿し木の方法の講習もあり、応募者が多数ありました。

講習会は、100 パーセント発芽するという極意や手書きの説明書を用意するなど、とっても「実にな

る」講習会でした。 

  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

   おねじゃの里まつり 4／3～9           麻の葉クラブ 

員弁町笠田新田の旧家「二井邸」にて、「おねじゃの里まつり」が行われました。 

毎年色とりどりのつるし雛がたくさん飾られますが、今年は真っ白のつるしかざりがお目見え 

しました。今年は天候がよく、訪れた方は、庭に咲く満開の桜と「おねじゃの里まつり」の 

両方を楽しむことができました。員弁町に伝わる民話「おねじゃたぬき」は、三重県のホーム 

ページでも紹介されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 



 

市民活動助成金のバリエーション 
 助成財団  

 助成を行う団体として知られているのが「助成財団」です。研究関連や奨学金が多数です。 

ただ、市民活動への助成に積極的な財団は、日本財団、トヨタ財団などがある。 

 共同募金  

 寄付を原資とする仕組みで、国内で最も規模が大きく歴史が長いのが共同募金です。全国の共同募金

会が運営し全国で 5万件を超える民間活動を支援している。 

 企 業  

 財団を経由せずに、企業が直接助成プログラムを設ける例。助成対象分野は、企業の商品やサービス

と関連することが多い。助成金の原資は、企業が全額支出する場合と、従業員や顧客の寄付と組み合わ

せる場合がある。 

 行 政  

 都道府県や市町村といった地方自治体の補助・助成制度。福祉、環境、文化など分野を限定したもの

もあるが、市民公益活動全般を対象とするものもある。全国規模の助成と比べて競争率は低め、関連す

る行政部門と連携できるメリットもある。 

                            何を助成する？ 

 市民活動助成で多いのが、特定のプロジェクトに対して資金の支援をする事業助成です。団体を丸ご

と支援するわけではないので、活動の中の「この事業」で応募することになる。従って申請書には、 

① 事業を行う団体を証明する書類 

② 申請事業を説明する書類 

③ その事業をするために必要なお金を証明する書類 の３種類が求められます。 

そして審査で重要なのは、「こんな課題に対して、こんな事業で取り組む。そのためにこんな費用が

かかる」と説得力を持って説明したい。 

ほかに、活動のなかで必要な自動車、備品の購入費だけサポートする助成もある。また、会員拡大など 

組織力強化の費用を助成するものもある。 

公募型の助成金は、「募集要項」を公開している。     応募する団体として気になること 

 「法人でなくても応募できるの？」 「人件費は助成の対象となるか」など多くの団体が気になる点

は、各助成プログラムによって異なることから、募集要項を詳しくチェツクする必要がある。 

 何のために助成金を出す？                      

 どの助成も単に「お金を出すこと」が目的ではなく、助成した資金を使って団体が何らかの

成果を生み、社会の価値を提供することが真の目的です。 

 助成元と助成を受ける団体が信頼関係に支えられたパートナーとなって、単独では生み出し

得ない社会的価値を創出していくことが、助成団体、助成を受ける団体にとって重要です。 

                             [参考 2019.2.3 ウォロ] 

  

                                

※自分たちの活動に合う助成団体を探しましょう、募集時期、助成額もまちまちです。 

  詳しいことをお知りになりたい方、気軽に市民活動センターへお問合せください。 

 誰が出すお金？ 

 



 

  

 ふるさといなべ市の語り部の会 

 

冊子「ふるさといなべ市の紹介」第４版を出版 

 初版本から、１０年となり、これまで以上に内容が充実、 

いなべの歴史に魅了されます。 

 新しい人気スポットも追加されています。 

 

 市民活動センターでもお求めになれます（１冊３００円） 

 

 

       いなべ市市民活動センター  

いなべ市員弁町笠田新田 111 員弁老人福祉センター内 

TEL（0594）７４－５８０６  FAX７４－５８３４ 

E-mail i.shiminkatu@m7.cty-net.ne.jp 

HP https://inabeshiminkatu.jimdo.com 

委託事業運営者 NPO 法人 いなべ市民クラブ 

NPOカフェのご案内 

毎回、いろいろなテーマで話し合います。 

テーマは変更になることもある、自由な会です。 

コーヒーを飲みながらの、フリートークです。 

 いろいろな価値観に触れることも、たのしいです。 

お気軽に、ご参加ください！ 

  

５月１８日（土）9：30～11：30    

テーマ  地域の課題とボランティア活動 

 ６月２２日（土）9：30～11：30  

テーマ  地方議会を観る 

 ７月２０日（土）９：30～11：30  

テーマ  地方議会を診る  
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